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建 設 未 来 通 信 社

3 4 団 体 が 意 見 交 換
問 題 点 な ど 情 報 共 有
県 建 設 関 係 団 体

筑 西 遊 湯 館 プ ー ル を Ｌ Ｅ Ｄ 化
指 名 で 2 四 半 期 に 発 注 予 定
筑 西 広 域 市 町 村 圏 事 務 組 合

県 内 の 建 設 関 係 団 体 に よ る 意 見 交 換 会 が 2 4
日 、 県 開 発 公 社 ビ ル 大 会 議 室 で 開 催 さ れ た 。
意 見 交 換 会 に 参 加 し た の は 、 県 建 設 産 業 団
体 連 合 会 や 県 建 築 関 連 団 体 交 流 会 の 会 員 な
ど 3 4 団 体 。 建 設 業 界 の 抱 え る 課 題 や 問 題 点
な ど に つ い て 情 報 を 共 有 し 、 意 見 交 換 を 行
っ た 。

細 谷 組 合 長 が 続 投
定 時 総 会 を 開 催
龍 ケ 崎 市 建 設 業 組 合
龍 ケ 崎 市 建 設 業 組 合 （ 細 谷 武 史 組 合 長 ） は
2 5 日 、 2 0 2 3 年 度 定 時 総 会 を 県 建 設 業 協 会 竜
ケ 崎 支 部 会 館 で 開 催 し た 。 組 合 員 2 9 社 （ 委
任 状 含 む ） が 出 席 し 、 2 3 年 度 の 事 業 計 画 案
や 予 算 案 な ど を 全 会 一 致 で 承 認 。 任 期 満 了
に 伴 う 役 員 改 選 で は 、 細 谷 組 合 長 の 続 投 を
決 定 し た 。

本 年 度 は 外 壁 や 護 岸 設 計 な ど
総 合 福 祉 セ ン タ ー の 改 修
龍 ケ 崎 市
龍 ケ 崎 市 は 、 総 合 福 祉 セ ン タ ー （ 川 原 代 町
5 0 1 4 ） の 安 全 性 や 利 便 性 向 上 を 図 る た め 、
施 設 の 改 修 を 計 画 的 に 進 め る 。 本 年 度 は 、
外 壁 ・ 屋 根 の 改 修 に 向 け た 設 計 や 、 隣 接 す
る 旧 小 貝 川 護 岸 の 改 修 設 計 な ど を 実 施 す
る 。

筑 西 広 域 市 町 村 圏 事 務 組 合 は 、 筑 西 遊 湯 館
（ 下 川 島 4 7 1 － 2 ） の バ ー デ プ ー ル 照 明 器 具
Ｌ Ｅ Ｄ 化 、 サ ウ ナ 室 改 修 工 事 を 実 施 す る 。
い ず れ も 第 2 四 半 期 に 指 名 競 争 入 札 で 発 注
す る 予 定 で 、 工 期 は そ れ ぞ れ 4 カ 月 を 見 込
ん で い る 。
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● ひ た ち な か 警 察 署 ＝ ひ た ち な か 市 三 反
田 の 市 道 ほ か ３ カ 所

● 那 珂 警 察 署 ＝ 那 珂 市 菅 谷 の 国 道 ３ ４ ９
号 ほ か ２ カ 所

● 大 子 警 察 署 ＝ 大 子 町 下 金 沢 の 国 道 ４ ６
１ 号 ほ か ２ カ 所

● 行 方 警 察 署 ＝ 潮 来 市 上 戸 の 国 道 5 1 号 ほ
か ２ カ 所

● 竜 ケ 崎 警 察 署 ＝ 龍 ケ 崎 市 佐 貫 町 の 県 道
ほ か ２ カ 所

● 土 浦 警 察 署 ＝ か す み が う ら 市 上 稲 吉 の
県 道 ほ か ３ カ 所

● 神 栖 警 察 署 ＝ 神 栖 市 矢 田 部 の 県 道 ほ か
２ カ 所

● 筑 西 警 察 署 ＝ 筑 西 市 川 澄 の 国 道 5 0 号 ほ
か ２ カ 所

● 境 警 察 署 ＝ 坂 東 市 辺 田 の 市 道 ほ か ２ カ
所

交  通 安 全 指 導 ・ 取  締 り 情  報

　
笠 間 工 芸 の 丘 は 陶 芸 体

験 、 地 元 工 芸 品 、 お 土 産 の販 売 、 カ フ ェ な ど の 機 能 を兼 ね 備 え た 複 合 観 光 施 設 。開 館 は １ ９ ９ ８ 年 。 笠 間 芸術 の 森 公 園 の 西 部 に 位 置し 、 近 隣 に は 県 陶 芸 美 術 館や 県 立 笠 間 陶 芸 大 学 校 な ど

が 立 地 し て い る 。　
シ ョ ッ プ や ホ ー ル 、 ギ ャ

ラ リ ー 、 カ フ ェ 、 観 光 イン フ ォ メ ー シ ョ ン な ど を 備え る セ ン タ ー プ ラ ザ を 中 心に 、 ロ ク ロ 体 験 や 手 ひ ね り体 験 な ど が 気 軽 に で き る ふれ あ い 工 房 、 陶 芸 経 験 者 や　
大 平 氏 は １ ９ ５ ０ 年 （ 昭

和

2 5年 ） ６ 月

1 3日 生 ま れ 。

7 2歳 。 笠 間 市 出 身 。

6 9年 、

県 立 石 岡 第 一 高 等 学 校 園 芸

愛 好 者 ・ 団 体 な ど を 対 象 とし た 専 用 工 房 の マ イ ア ト リエ 匠 の 館 、 窯 場 焼 成 ・ 釉 薬室 な ど の 棟 が 整 備 さ れ て いる 。　
建 物 の 規 模 は セ ン タ ー プ

ラ ザ が Ｒ Ｃ 造 一 部 Ｗ ・ Ｓ 造２ 階 建 て １ ９ ３ ０ ㎡ で 、 その 他 は Ｗ 造 約 １ ０ ０ ～ ３ ００ ㎡ 。 延 べ 床 面 積 の 合 計 は約 ２ ９ ２ ０ ㎡ 。科 を 卒 業 。 同 年 ４ 月 か ら 、は し 本 造 園 （ 現 橋 本 造 園 土木 ㈱ ） に 勤 務 。

7 3年 １ 月 、

大 平 造 園 を 設 立 。

9 0年 に 法

人 化 し 、 ㈱ 大 平 造 園 土 木 の代 表 取 締 役 に 就 任 し た 。 現在 は 同 社 取 締 役 会 長 。　
県 造 園 技 能 士 会 で は 、 ２

０ ０ ０ 年 か ら 理 事 に 就 任 。そ の 後

1 6年 か ら

2 0年 ま で 会

長 を 務 め 、 造 園 技 能 士 の 技術 向 上 と 後 継 者 の 育 成 に 尽力 し た 。　
大 平 氏 は 卓 越 し た 技 能 ・

技 術 を 有 し て い る と し て

1 6

年 に 県 知 事 表 彰 を 受 賞 。

2 1

年 に は 卓 越 し た 技 能 者 厚 生

　
経 年 に よ り 建 物 の 劣 化 が

進 ん で い る た め 、 時 代 のニ ー ズ に 沿 っ た リ ノ ベ ーシ ョ ン や ユ ニ バ ー サ ル デ ザイ ン の 導 入 な ど に よ り 、 機能 を 充 実 さ せ て 利 便 性 を 高め 、 魅 力 度 の 向 上 に つ な げて い く 。　
具 体 的 に は 、 セ ン タ ー プ

ラ ザ 、 ふ れ あ い 工 房 、 創 作研 究 館 を 改 修 す る ほ か 、 セン タ ー プ ラ ザ の 南 側 に カフ ェ 用 の 新 し い 建 物 を 建 設す る 。 実 施 設 計 は ㈱ 大 山 都市 建 築 設 計 （ 筑 西 市 ）  。　
担 当 に よ る と 、 ６ 月 ご ろ

に 一 括 で 工 事 の 一 般 競 争 入札 を 公 告 し 、 ９ 月 議 会 で 工労 働 大 臣 表 彰 （ 現 代 の 名工 ） も 受 賞 し て い る 。　
そ し て 、 技 能 五 輪 全 国 大

会 出 場 者 の 指 導 育 成 に も尽 力 。 県 か ら

1 2年 間 連 続 で

全

3 6名 を 全 国 大 会 に 出 場 さ

せ 、 多 く の 上 位 入 賞 者 輩 出に 貢 献 し た 。

受 章 に あ た り
　
受 章 に 際 し 大 平 氏 は 「 身

に 余 る 光 栄 で あ り 、 責 任 の　
東 海 村 は 、 ２ ０ ２ ３ 年 度

建 設 業 者 ほ う 賞 の 受 賞 者 を発 表 し た 。 今 回 受 賞 の 栄 誉に 浴 す る の は ５ 社 １ Ｊ Ｖで 、 工 事 件 数 は 全

1 1件 。 ㈱

河 野 工 務 店 は ３ 年 連 続 ５ 回目 の 受 賞 と な っ た 。 最 多 受賞 は ネ モ ト 建 設 工 業 ㈱ の ７回 。 授 賞 式 は ５ 月

1 9日 に 村

役 場 庁 舎 行 政 棟 ５ 階 （ 原 子

事 契 約 の 承 認 を 得 た い 考 えだ と い う 。 順 調 な ら ば

1 0月

ご ろ に 着 工 し 、

1 8カ 月 の 工

期 で 完 成 さ せ る 見 通 し 。 カフ ェ を 増 築 す る 敷 地 が あ まり 広 く な い た め 、 余 裕 を持 っ た 工 期 設 定 に し て い ると い う 。重 さ を 感 じ て お り ま す 。関 係 者 の 方 々 一 人 一 人 のご 指 導 と ご 支 援 、 そ し て応 援 し て 下 さ る 方 が い ての 受 章 と 心 か ら 感 謝 申 し上 げ ま す 。 今 後 も 業 界 発展 の た め に 一 職 人 と し ての 知 識 ・ 技 能 を な お 一 層高 め 、 若 手 の 人 材 育 成 に努 め て ま い り た い と 思 って お り ま す 」 と コ メ ン トし た 。力 視 察 研 修 室 ）  で 開 催 す る 。　
村 は ４ 月

2 1日 に 建 設 業 者

ほ う 賞 審 査 会 を 開 き 、 厳 正に 審 査 。 村 が 発 注 し

2 2年 度

に 完 成 し た 請 負 金 額 １ ３ ０万 円 以 上 の 建 設 工 事

8 6件

（ 土 木 工 事

4 0件 、 建 築 工 事

８ 件 、 管 工 事

2 3件 、 水 道 施

設 工 事

1 5件 ） の 中 か ら 、 特

に 優 秀 な 成 績 で 完 成 さ せ た

建 設 業 者 を 選 定 し た 。　
受 賞 内 容 は 次 の 通 り （ ■

社 名 ＝ ① 対 象 工 事 名 ② 受 賞経 歴 ）  。　
■ ㈱ 河 野 工 務 店 （ 河 野 武

代 表 取 締 役 ） ＝ ① 第

0 4

－

3 4

－ １ ０ ２

－ Ｋ

－ ０ ０ １ 号 石

神 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 外装 改 修 工 事 ほ か ② ３ 年 連 続５ 回 目 　
常 陸 太 田 市 は 、 旧 世 矢 幼

稚 園 と 旧 郡 戸 幼 稚 園 の 解 体工 事 を 行 う 。 発 注 は ５ 月 中旬 の 予 定 。 工 事 費 は 世 矢 幼稚 園 で ３ ６ ２ ８ 万 ９ ０ ０ ０円 、 郡 戸 幼 稚 園 で ４ ３ ３ ９万 ５ ０ ０ ０ 円 。　
旧 世 矢 幼 稚 園 は Ｓ 造 平 屋

建 て 、 延 べ 床 面 積 ５ ５ ６㎡ 。 旧 郡 戸 幼 稚 園 は Ｗ 造 建て 、 延 べ 床 面 積 ５ ４ １ ・ １３ ㎡ 。　
工 事 の 発 注 は 遅 く と も ５

月 中 旬 頃 に は 行 い た い 考 えで 、 工 期 は い ず れ も ４ カ 月を 想 定 し て い る 。

　
福 山 通 運 ㈱ （ 広 島 県 福 山

市 東 深 津 町 ４

－

2 0

－ １ ）  は 、

五 霞 町 内 に （ 仮 称 ） 五 霞 物流 セ ン タ ー を 新 築 す る 。 設計 お よ び 施 工 は 五 洋 建 設 ㈱（ 東 京 都 文 京 区 ） が 担 当 。２ ０ ２ ４ 年 ６ 月

3 0日 ま で の

完 成 を 目 指 し 、 作 業 を 進 めて い く 。　
建 設 予 定 地 は 、 五 霞 町 ご

か み ら い

1 2

－ １ 。 敷 地 面 積

は ３ 万 ３ ０ ５ ７ ・ ９ ４ ㎡ 。　
西 南 側 に 新 ４ 号 国 道 、 北

東 側 に 町 道 ３ ４ ６ ２ 号 線 が通 っ て お り 、 北 側 に は Ｇ Ｌ　
跡 地 利 用 に つ い て は 、 旧

世 矢 幼 稚 園 は 現 時 点 で は 未定 だ が 、 近 隣 学 校 の 駐 車 場と し て 整 備 す る 案 が 出 て いる と の こ と 。 旧 郡 戸 幼 稚 園は 土 地 所 有 者 に 返 還 す る 予定 。　
■ 弓 山 建 設 工 業 ㈱ （ 川 﨑

悟 代 表 取 締 役 ） ＝ ① 第

0 4

－

2 2

－ ２ ０ ３

－ Ｋ

－ ０ ０ １ 号

村 道 ０ １ ０ ２ 号 線 ほ か 道 路舗 装 補 修 工 事 ほ か ② ２ 年 連続 ５ 回 目　
■ 東 康 建 設 工 業 ㈱ （ 澤 畠

弘 樹 代 表 取 締 役 ） ＝ ① 第

0 4

－

1 9

－ ２ ０ ２

－ Ｋ

－ ０ ０ ２

号 最 終 処 分 場 排 水 管 整 備 工事 ほ か ② ２ 年 ぶ り ６ 回 目　
■ ㈱ 三 建 工 業 （ 三 原 章 裕

代 表 取 締 役 ） ＝ ① 第

0 4

－

2 3

－ ２ ０ ４

－ Ｋ

－ ８ ０ １ 号 中

央 地 区

8 3街 区 符 号 ２ ほ か 整

地 工 事 ほ か ② ２ 年 連 続 ５ 回 　
か す み が う ら 市 は や ま ゆ

り 保 育 所 （ 五 反 田 ２ ９ ８

－

2 0） の 空 調 機 更 新 工 事 を 本
年 度 に 実 施 す る 。 ８ 月 に 一

Ｐ 圏 央 五 霞 が あ る 。　
建 物 規 模 は 、 柱 Ｒ Ｃ ・ 梁

Ｓ 造 ３ 階 建 て 、 建 築 面 積 は１ 万 ６ １ １ ３ ・ ３ ７ ㎡ 、 延べ 面 積 は ４ 万 ７ ７ ３ ５ ・ ５㎡ 、 最 高 高 さ は

2 3・ １ ０ ５

ｍ を 想 定 し て い る 。　
筑 波 大 学 は 、 本 学 文 科 系

修 士 Ａ ・ Ｂ 棟 の 機 能 改 善 を図 る た め 改 修 工 事 を 計 画 。簡 易 公 募 型 （ 拡 大 型 ） プ ロポ ー ザ ル に よ り 、

2 1日 に 設

計 事 業 者 と し て ㈱ 唯 設 計 を選 定 し た 。　
同 施 設 の 規 模 は Ｒ Ｃ 造 地

上 ４ 階 建 て 、 延 べ 床 面 積 ４３ ９ ３ ㎡ 。 こ の う ち 改 修 延べ 面 積 ２ ９ １ ０ ㎡ 。 機 能 改善 の た め の 改 修 に 伴 う 建 築及 び 電 気 ・ 機 械 設 備 に 係 る実 施 設 計 業 務 を 策 定 す る 。履 行 期 間 は ７ 月

3 1日 ま で 。

般 競 争 入 札 で の 発 注 を 予 定し て い る 。　
工 事 内 容 と し て は 、 保 育

室 ３ 部 屋 の 空 調 機 器 更 新お よ び 既 設 機 器 の 処 分 を 実施 。 施 設 環 境 の 改 善 を 図る 。 工 事 期 間 は １ ８ ０ 日 間を 見 込 む 。目　
■ ネ モ ト 建 設 工 業 ㈱ （ 根

本 健 次 代 表 取 締 役 ） ＝ ① 第
0 4

－

2 2

－ １ ０ ３

－ Ｋ

－ ０ ０

３ 号 村 道 ２ ４ ２ ５ 号 線 道 路舗 装 補 修 工 事 ほ か ② ２ 年 連続 ７ 回 目　
■ 東 康 ・ 環 境 保 全 特 定 建

設 工 事 共 同 企 業 体 ［ 代 表者 ： 東 康 建 設 工 業 ㈱ （ 澤 畠弘 樹 代 表 取 締 役 ）  、 構 成 員  ：環 境 保 全 事 業 ㈱ （ 荒 木 田 泰昭 代 表 取 締 役 ）  ］ ＝ ① 第

0 4

－

2 2

－ １ １ ２

－ Ｋ

－ ０ ０ １

号 神 楽 沢 近 隣 公 園 １ 期 整 備工 事 ② ２ 年 ぶ り ５ 回 目

　
笠 間 市 観 光 課 は 、 笠 間 焼 な ど 地 場 産 業 の 振 興 を 担 う 笠 間 工 芸 の 丘 （ 笠 間 ２ ３

８ ８

－ １ ） の リ ニ ュ ー ア ル を 実 施 す る 。 順 調 な ら ば 「 笠 間 工 芸 の 丘 建 物 増 改 築

工 事 」 の 一 般 競 争 入 札 を ６ 月 ご ろ に 公 告 し 、 ９ 月 議 会 で の 契 約 締 結 を 目 指 す 。Ｗ 造 平 屋 約 ２ ５ ０ ㎡ の カ フ ェ を 増 築 す る と と も に 、 既 存 の セ ン タ ー プ ラ ザ な どを 改 修 す る 。 当 初 予 算 に は ２ カ 年 継 続 費 ５ 億 １ ２ ３ ０ 万 円 を 設 定 。 工 期 は

1 8カ

月 間 。

　
２ ０ ２ ３ 年 春 の 褒 章 受 章 者 が

2 9日 付 で 発 令 さ れ

る 。 本 県 関 係 で は 、 ㈱ 大 平 造 園 土 木 の 大 平 晶 氏 が黄 綬 褒 章 を 受 章 す る 。 今 回 の 県 内 在 住 の 受 章 者 は
1 6人 。 大 平 氏 は 業 務 精 励 （ 造 園 工 ・ 卓 越 技 能 ） で

の 受 章 と な っ た 。 伝 達 式 は 、 ５ 月

1 5日 ㈪ 午 後 １ 時

2 0分 か ら 国 土 交 通 省

1 0階 共 用 大 会 議 室 （ 東 京 都 千

代 田 区 ） で 挙 行 さ れ る 。

安 心 で 最 適 な ホ ー ム セ キ ュ リ テ ィ安 心 で 最 適 な ホ ー ム セ キ ュ リ テ ィ

本 社 〒 3 1 0 － 0 8 0 3 茨 城 県 水 戸 市 城 南  1  丁 目 ６ 番 ９ 号
T E L 0 2 9 （ 3 0 0 ） 3 5 1 1  ㈹ 　 F A X 0 2 9 （ 3 0 0 ） 7 1 6 0

　
日 新 警 備 は 、 機 械 警 備 、 常 駐 警 備 、

交 通 警 備 、 総 合 管 理 及 び 、 防 災 の

４ つ の フ ィ ー ル ド に お い て 、 最

適  な 「 安  全 」 を  追  求  し 、 人  と

テ ク ノ ロ ジ ー が 生 み だ す 、 ク

オ リ テ ィ の 高 い 、 セ キ ュ リ

テ ィ を 実 現 し ま す 。

建 設 未 来 通 信 オ ン ラ イ ン

ク イ ッ ク

W e b 版
営 業 戦 略

1 日 早 く 情 報 先 読 み
記 事

工 事 ニ ュ ー ス

今 す ぐ 入 手
無 料 サ ー ビ ス

： f 2 3 0 4P a s s

：  k m t 3 0 4I D

令 和 ５ 年
春 の 褒 章春 の 褒 章

創 作 研 修 館創 作 研 修 館

セ ン タ ー プ ラ ザセ ン タ ー プ ラ ザ

セ ン タ ー プ ラ ザ 増 築セ ン タ ー プ ラ ザ 増 築

ふ れ あ い 工 房ふ れ あ い 工 房

改 修 部 分改 修 部 分

ア プ ロ ー チア プ ロ ー チ

駐 車 場  5 0  台駐 車 場  5 0  台

ＮＮ

増 築 部 分増 築 部 分

2 階
能 島 征 二 彫 刻 ギ ャ ラ リ ー

2 階
能 島 征 二 彫 刻 ギ ャ ラ リ ー

若 手 の 人 材 育 成 に 尽 力
プ ロ フ ィ ー ル

笠 間 市

工 芸 の 丘

 カ フ ェ や 既 存 棟 改 修

増 改 築 を ６ 月 ご ろ 公 告２ カ 年 継 続 費

5. 1億 設 定

造 園 業 の 発 展 へ 多 大 な る 功 績

大 平 晶大 平 晶 氏氏 が 黄 綬 褒 章 の 栄 誉が 黄 綬 褒 章 の 栄 誉

業 務 精 励 （ 造 園 工 ・ 卓 越 技 術 ） ／ ㈱ 大 平 造 園 土 木 取 締 役 会 長

東 海 村

建 設 業 者ほ う 賞

河 野 工 務 店 は ３ 年 連 続

５ 社 １５ 社 １

J VJ Vが 栄 誉 に 浴 すが 栄 誉 に 浴 す

五 洋 建 設 が 設 計 施 工
五 霞 に 物 流 セ ン タ ー福 山 通 運 ㈱

郡 戸 と 世 矢

 ５ 月 中 旬

ご
　

　
ろ 発 注

旧 幼 稚 園 ２ 施 設 解 体

常 陸 太 田 市

機 能 改 善 へ 設 計プ ロ ポ で 唯 選 定

《 筑 波 大 学 》

や ま ゆ り 保 育 所８ 月 に 空 調 更 新

か す み が う ら 市

５ 社 １５ 社 １

J VJ Vが 栄 誉 に 浴 すが 栄 誉 に 浴 す


